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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 2月 4日 (2004.2.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 子 放 出 素 子 が 配 置 さ れ る 電 子 源 形 成 用 基 板 で あ っ て 、 基 板 と 、 前 記 基 板 の 前 記 電 子 放 出
素 子 が 配 置 さ れ る 表 面 ジ ア ン 値 で 表 さ れ る 平 均 粒 子 径 が ６ ｎ ｍ ～ ６ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の
複 数 の 金 属 酸 化 物 粒 子 を 含 有 す る 絶 縁 材 料 膜 と

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 源 形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 絶 縁 材 料 膜 は 更 に 、 リ ン を 含 有 し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 源 形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 絶 縁 材 料 膜 は 更 に 、 リ ン を １ 重 量 部 ～ １ ０ 重 量 部 含 有 し て い る 請 求 項 １ に 記 載
の 電 子 源 形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 絶 縁 材 料 膜 の 厚 さ は 、 ２ ０ ０ ｎ ｍ ～ ６ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い
ず れ か に 記 載 の 電 子 源 形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 絶 縁 材 料 膜 の 厚 さ は 、 ３ ０ ０ ｎ ｍ ～ ４ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い
ず れ か に 記 載 の 電 子 源 形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 の 厚 さ は 、 ２ ０ ｎ ｍ ～ １ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で あ る 請 求 項

に 記 載 の 電 子 源 形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 の 厚 さ は 、 ４ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で あ る 請 求 項

に 記 載 の 電 子 源 形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 ８ 】

Ｓ ｉ Ｏ 2 膜 電 子 源 形 成
用 基 板 。
【 請 求 項 ９ 】

に 、 メ
第 １ の 、 前 記 第 １ の 絶 縁 材 料 膜 の 上 に 積 層

さ れ た 第 ２ の 絶 縁 材 料 膜 と

第 １ の

第 １ の

第 １ の

第 １ の

第 ２ の 絶 縁 材 料 膜 １ ～ ５ の い ず
れ か

第 ２ の 絶 縁 材 料 膜 １ ～ ５ の い ず
れ か

前 記 第 １ の 絶 縁 材 料 膜 は 、 で あ る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の



前 記 Ｓ ｉ で あ る 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 電 子 源 形 成
用 基 板 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 メ ジ ア ン 値 で 表 さ れ る 平 均 粒 子 径 が １ ５ ｎ ｍ ～ ３ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で あ る 請 求 項 １ ～ の
い ず れ か に 記 載 の 電 子 源 形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 金 属 酸 化 物 粒 子 は 、 電 子 伝 導 性 酸 化 物 粒 子 で あ る 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 の
電 子 源 形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 金 属 酸 化 物 粒 子 は 、 Ｆ ｅ 、 Ｎ ｉ 、 Ｃ ｕ 、 Ｐ ｄ 、 Ｉ ｒ 、 Ｉ ｎ 、 Ｓ ｎ 、 Ｓ ｂ 、 Ｒ ｅ か ら 選
ば れ る 金 属 の 酸 化 物 粒 子 で あ る 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 源 形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 金 属 酸 化 物 粒 子 は 、 Ｓ ｎ Ｏ 2 の 粒 子 で あ る 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 源
形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 基 板 は 、 ナ ト リ ウ ム を 含 有 す る 基 板 で あ る 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 源
形 成 用 基 板 。
【 請 求 項 １ ５ 】
基 板 と 、 前 記 基 板 上 に 配 置 さ れ た 、 電 子 放 出 素 子 と を 備 え る 電 子 源 で あ っ て 、 前 記 基 板 が
、 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 源 形 成 用 基 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子
源 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 電 子 放 出 素 子 は 、 電 子 放 出 部 を 含 む 導 電 性 膜 を 備 え る 電 子 放 出 素 子 で あ る 請 求 項
に 記 載 の 電 子 源 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 電 子 放 出 素 子 の 複 数 が 、 複 数 の 行 方 向 配 線 及 び 複 数 の 列 方 向 配 線 と に よ り マ ト リ ク ス
配 線 さ れ て い る 請 求 に 記 載 の 電 子 源 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 電 子 放 出 素 子 は 、 一 対 の 電 極 間 に 、 電 子 放 出 部 を 含 む 導 電 性 膜 を 備 え る 電 子 放 出 素 子
で あ る 請 求 項 に 記 載 の 電 子 源 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 電 子 放 出 素 子 の 複 数 が 、 複 数 の 行 方 向 配 線 及 び 複 数 の 列 方 向 配 線 と に よ り マ ト リ ク ス
配 線 さ れ て お り 、 前 記 一 対 の 電 極 が 白 金 を 主 成 分 と す る 材 料 よ り 構 成 さ れ 、 か つ 、 前 記 配
線 が 、 銀 を 主 成 分 と す る 材 料 よ り 構 成 さ れ て い る 請 求 項 に 記 載 の 電 子 源 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
外 囲 器 と 、 前 記 外 囲 器 内 に 配 置 さ れ た 、 電 子 放 出 素 子 及 び 前 記 電 子 放 出 素 子 か ら の 電 子 の
照 射 に よ り 画 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 部 材 と を 備 え る 画 像 表 示 装 置 で あ っ て 、 前 記 電 子 放 出
素 子 が 配 置 さ れ て い る 基 板 が 、 請 求 項 １ ～ の い ず れ か に 記 載 さ れ た 電 子 源 形 成 用 基 板
で あ る こ と を 特 徴 と す る 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 電 子 放 出 素 子 は 、 電 子 放 出 部 を 含 む 導 電 性 膜 を 備 え る 電 子 放 出 素 子 で あ る 請 求 項
に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 電 子 放 出 素 子 の 複 数 が 、 複 数 の 行 方 向 配 線 及 び 複 数 の 列 方 向 配 線 と に よ り マ ト リ ク ス
配 線 さ れ て い る 請 求 項 に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 電 子 放 出 素 子 は 、 一 対 の 電 極 間 に 、 電 子 放 出 部 を 含 む 導 電 性 膜 を 備 え る 電 子 放 出 素 子
で あ る 請 求 項 に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 電 子 放 出 素 子 の 複 数 が 、 複 数 の 行 方 向 配 線 及 び 複 数 の 列 方 向 配 線 と に よ り マ ト リ ク ス
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配 線 さ れ て お り 、 前 記 一 対 の 電 極 が 白 金 を 主 成 分 と す る 材 料 よ り 構 成 さ れ 、 か つ 、 前 記 配
線 が 、 銀 を 主 成 分 と す る 材 料 よ り 構 成 さ れ て い る 請 求 項 に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
す な わ ち 、 本 発 明 の 電 子 源 形 成 用 基 板 は 、 電 子 放 出 素 子 が 配 置 さ れ る 電 子 源 形 成 用 基 板 で
あ っ て 、 基 板 と 、 前 記 基 板 の 前 記 電 子 放 出 素 子 が 配 置 さ れ る 表 面 ジ ア ン 値 で 表 さ れ
る 平 均 粒 子 径 が ６ ｎ ｍ ～ ６ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 複 数 の 金 属 酸 化 物 粒 子 を 含 有 す る 絶 縁 材
料 膜 と を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
上 記 本 発 明 の 電 子 源 形 成 用 基 板 は 、 更 な る 好 ま し い 特 徴 と し て 、 「 前 記 絶 縁 材 料 膜
は 更 に 、 リ ン を 含 有 し て い る 」 こ と 、 「 前 記 絶 縁 材 料 膜 は 更 に 、 リ ン を １ 重 量 部 ～
１ ０ 重 量 部 含 有 し て い る 」 こ と 、 「 前 記 絶 縁 材 料 膜 の 厚 さ は 、 ２ ０ ０ ｎ ｍ ～ ６ ０ ０
ｎ ｍ の 範 囲 で あ る 」 こ と 、 「 前 記 絶 縁 材 料 膜 の 厚 さ は 、 ３ ０ ０ ｎ ｍ ～ ４ ０ ０ ｎ ｍ の
範 囲 で あ る 」 前 記 の 厚 さ は 、 ２ ０ ｎ ｍ ～ １ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で あ
る 」 こ と 、 「 前 記 の 厚 さ は 、 ４ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で あ る 」 こ と
、

を 含 む 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 電 子 源 形 成 用 基 板 に お い て は 、 基 板 の 電 子 放 出 素 子 が 配 置 さ れ る 表 面 に 、 メ ジ ア
ン 値 で 表 さ れ る 平 均 粒 子 径 が ６ ｎ ｍ ～ ６ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 複 数 の 金 属 酸 化 物 粒 子 を 含 有 す る

絶 縁 材 料 膜 、 具 体 的 に は 例 え ば Ｓ ｎ Ｏ 2 の 粒 子 を 含 有 す る Ｓ ｉ Ｏ 2 膜 を 有 す る こ と に
よ り 、 Ｎ ａ を 含 有 す る 基 板 、 特 に 主 成 分 と し て Ｓ ｉ Ｏ 2 を ５ ０ ～ ７ ５ 重 量 ％ 、 Ｎ ａ を ２ ～
１ ７ 重 量 ％ 含 有 す る ガ ラ ス 基 板 の Ｎ ａ を 効 果 的 に ブ ロ ッ ク す る こ と が で き る 。 こ の た め 、
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第 １ の
第 １ の

第 １ の
第 １ の

こ と 、 「 第 ２ の 絶 縁 材 料 膜
第 ２ の 絶 縁 材 料 膜

「 前 記 第 １ の 絶 縁 材 料 膜 は 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 膜 で あ る 」 こ と 、 「 前 記 第 ２ の 絶 縁 材 料 膜 は 、 Ｓ
ｉ Ｏ 2 膜 で あ る 」 こ と 、

第 １ の



本 発 明 の 電 子 源 形 成 用 基 板 を 用 い た 電 子 放 出 素 子 は 、 電 子 放 出 特 性 の 経 時 的 変 化 が 低 減 し
、 安 定 し た 電 子 放 出 特 性 が 得 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 絶 縁 材 料 膜 （ 例 え ば Ｓ ｉ Ｏ 2 膜 ） 中 に 、 リ ン を 添 加 す る 事 に よ っ て 膜 の 抵 抗
値 を 容 易 に 制 御 で き る 。 ま た 、 適 度 な リ ン の 添 加 は 、 ナ ト リ ウ ム の ブ ロ ッ ク 効 果 を 高 め る
こ と が で き る わ か っ た 。 こ の メ カ ニ ズ ム は ま だ 解 明 は さ れ て は い な い が 、 基 板 ガ ラ ス 中 の
ナ ト リ ウ ム が リ ン と 何 ら か の 化 合 物 を 形 成 し て 固 定 さ れ る 事 に よ っ て 、 基 板 表 面 へ の 拡 散
を 押 さ え て い る の で は な い か と 考 え て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 材 料 膜 （ 例 え ば Ｓ ｉ Ｏ 2 膜 ） 上 に 、 更 に （ 例 え ば Ｓ ｉ
Ｏ 2 膜 ） を 有 す る 構 成 に す る 事 に よ っ て 、 単 に 各 々 の 膜 か ら 予 想 さ れ る ブ ロ ッ ク 効 果 よ り
は る か に ナ ト リ ウ ム ブ ロ ッ ク 効 果 が 向 上 す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 電 子 源 形 成 用 基 板 の 一 実 施 形 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 １
は Ｎ ａ を 含 有 す る 、 例 え ば 、 青 板 ガ ラ ス 、 あ る い は Ｎ ａ の １ 部 を Ｋ に 置 換 し て 歪 み 点 を 上
昇 さ せ た 高 歪 み 点 ガ ラ ス な ど の 基 板 、 ６ は 金 属 酸 化 物 粒 子 を 含 有 し た 第 １ の 層

、 ７ は 該 第 １ の 層 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 層 、 ８ は 第 １
の 層 ６ 中 の 金 属 酸 化 物 粒 子 で あ る 。

(4) JP 2001-319562 A5 2005.1.6

第 １ の

第 １ の 絶 縁 第 ２ の 絶 縁 材 料 膜

（ 第 １ の 絶
縁 材 料 膜 ） ６ （ 第 ２ の 絶 縁 材 料 膜 ）
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